
設問 解答記入欄 正答・解答例
1 6

2 5

[問2] 3 5

4 3

5 6

6 2

7 1

8 5

9 5

10 2,3

11 4

12 5
13 9

[問7] A01

例）インシデント発生時における連絡体制図を整備する（23文字）
例）リスク検知のための情報収集体制を整備する（20文字）
例）教育訓練を実施する（9文字）
例）バックアップの実施と復旧手順を確認する（19文字）

A02 例）復元不能（4文字）

A03 例）物理的（3文字）

A04 例）破棄に関する証明や証跡の提供を委託先に求める（22文字）

A05 例）遠隔地で保管（6文字）

A06 例）バックアップ処理にかかる時間を抑えるため（20文字）

A07 例）マイナンバーカード（9文字）

A08

例）　スマートフォンによる生体認証が利用できる（20文字）
例）　医師等の本人認証は１日１回で良い（16文字）
例）　カードリーダの設置が少なくて済む（16文字）
例）　ＦＩＤＯ認証を利用する（11文字）

A09
例）ＩＴが苦手な職員には予約操作が負担になる（20文字）
例）予約操作の習熟の教育が必要となる（16文字）

A10 例）電子カルテシステムと予約サービスの連携（19文字）

A11
例）サイバーセキュティ対策が必要となる（18文字）
例）ネットワークの境界にファイヤーウォールを設置する（24文字）

A12 例）当該薬品を含む処方をオーダされた患者を列挙する（23文字）

A13
例）薬品マスタの登録時にはダブルチェックを行う（21文字）
例）テストオーダを発行し院外処方箋の印字確認を行う（23文字）
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